
ひかりの子植物園
～五感を刺激～
植物 ・ 砂 ・ 水
泥だんご

社会福祉法人 誠信会 ひかりの子保育園



植物と遊ぶ

「どうぞ！」

くまの置物にムスカ
リを食べさせて
お世話ごっこ

見立てる→想像力

「きれいで
しょ」

園庭中の草
花で色水づく
り。擦り棒と
すり鉢

道具を活用

「幼虫探ししたい」
「掘りたい」

腐葉土作りを開始
集まるかなあ
期待感

「給食室に洗って届
けようね」

園庭の畑の採れた
てを食べる

生長を近くで感じる



砂と遊ぶ

2～５歳児の砂場は、

手も道具。そして枝、フィ
ギュア、パイプ…
モノが加わり、
創造力が育つ。
「何にみえる？」

水を砂場に流したら
水が溜まらない？
砂に水がしみこむ
→科学性の芽生え 飯坂遠足で入った

足湯づくり
共有体験を再現できる



水と遊ぶ
森のような木々のあ

る園庭
→木陰も多く

水あそび、水路づく
りに没頭できる

井戸ポンプからの水路
↓

もうすぐ解禁
ワクワクがとまらない

使った道具は自分たち
で片づけ
↓

水あそびがどんどん続く
終わらない



泥と遊ぶ 泥だんごづくり

どれだけ割れないか
固くなるか

ピカピカに光るか
↓

集中力を養う

さわっていると
やめられない

↓
感触遊び
癒される
↓

落ち着いて過ごせる



保護者も
職員も遊ぶ・学ぶ

大人中心の子育て・保育から、
子どもの気持ちになって考える

こどもまんかなへ
保護者が一緒に遊ぶこと
で、子どもの遊びを理解
→子どもよりも夢中に
→汚れるなぁ

土にも様々な種類が
あることを学ぶ

実際に性質の違う土
で泥だんごをつくる



ひかりの子保育園の魅力
自然が豊か＝四季がある＝五感を刺激する

家庭ではできない遊び・経験ができる

★これからも子どもと共に大人も感じ合える“その”を目指します★

イタリアのおみやげに
頂いたインゲンのたね！
むらさきときいろだね

１６年目で
やっと実った
園庭のどんぐり


